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１ . は じ め に  

北 海 道 の 草 地 で は 、 競 合 力 の 強 い 地 下 茎 型 イ ネ 科 雑 草 の 侵 入 に よ り 牧 草 生 産 性 が 低 下 し
て お り 、 効 果 的 な 草 地 整 備 と 適 切 な 草 地 管 理 を 通 じ て 草 種 構 成 を 良 好 に 維 持 す る こ と が 求
め ら れ て い る 。 牧 草 生 育 を 良 好 に 維 持 す る う え で 重 要 と な る 化 学 性 は 、 維 持 管 理 時 の 施 肥
対 応 に よ り 適 正 化 し や す い が 、 土 壌 の 物 理 性 は 維 持 管 理 時 に 改 良 す る こ と が 難 し い た め 、
草 地 整 備 時 の 基 盤 整 備 対 策 が 重 要 で あ る 。  

特 に 近 年 、 気 候 変 動 に よ り 降 水 量 や 短 時 間 降 雨 量 が 増 加 し て い る な か 、 基 盤 整 備 で の 排
水 対 策 の 重 要 性 が 増 し て い る 。  

し か し 、 暗 渠 施 工 に よ る 排 水 性 の 改 良 は 、 起 伏 修 正 工 事 と 比 較 し て 単 位 面 積 当 た り の 施
工 単 価 が 高 い こ と か ら 、 一 筆 面 積 が 大 き い 草 地 で は 局 所 的 な 施 工 に と ど ま る こ と が 多 い 。
排 水 性 が 不 良 な 草 地 で は 、 湿 害 に よ り 草 地 が 劣 化 し 、 牧 草 収 量 ・ 品 質 の 低 下 を 招 く と と も
に 、 適 期 作 業 に 支 障 を 来 し て い る 。  

ま た 、 畑 地 で 補 助 暗 渠 と し て 施 工 さ れ て い る パ ン ブ レ ー カ に よ る 心 土 破 砕 は 、 60cm 深
度 ま で の 土 壌 物 理 性 を 改 善 す る 効 果 が 高 い こ と が 示 さ れ た １ が 、 経 年 利 用 さ れ る 草 地 に お
け る 効 果 は 不 明 で あ る 。  

そ の た め 、 根 釧 地 域 の 火 山 性 土 を 対 象 に 、 永 年 草 地 に お け る 土 壌 の 緊 密 化 や 排 水 不 良 の
実 態 把 握 と そ の 物 理 的 要 因 を 調 査 す る と と も に 、 草 地 整 備 時 に 起 伏 修 正 と 併 せ て 実 施 す る
低 コ ス ト の 基 盤 整 備 手 法 （ パ ン ブ レ ー カ に よ る 心 土 破 砕 及 び 埋 設 深 を 浅 く し た 浅 層 暗 渠 ）
の 効 果 検 証 を 行 っ て い る 。  

本 報 で は 、 2018 年 〜 2019 年 の 間 で 実 施 し た 基 礎 調 査 内 容 に つ い て 中 間 報 告 を す る 。  
 
２ . 低 コ ス ト 排 水 対 策 基 礎 調 査  
２ − １  調 査 の 概 要  
（ １ ） 調 査 の 実 施  

「 地 方 独 立 行 政 法 人  北 海 道 立 総 合 研 究 機 構  中 央 農 業 試 験 場 、 酪 農 試 験 場 」 に 準 委 任  
（ ２ ） 調 査 期 間  

2018 年 か ら 2021 年 （ 予 定 ）  
（ ３ ） 試 験 地  

酪 農 試 験 場 、 根 室 振 興 局 管 内 、 オ ホ ー ツ ク 総 合 振 興 局 管 内 に 試 験 圃 場 を 設 置 し 各 調 査
を 実 施  

 
２ − ２  試 験 の 概 要  
（ １ ）  経 年 草 地 に お け る 土 壌 物 理 性 の 実 態 調 査 （ 以 下 、 実 態 調 査 ）  



草 地 整 備 後 の 経 過 年 数 や 草 地 管 理 法 が 異 な る 草 地 を 対 象 に 、 土 壌 断 面 調 査 お よ び 土
壌 物 理 性 調 査 を 実 施 し 、牧 草 生 産 性 、土 壌 物 理 性 お よ び 排 水 性 に 及 ぼ す 土 壌
物 理 的 要 因 を 明 ら か に す る 。  
・ 調 査 場 所 ： 別 海 町 生 産 者 ( A , B , C ) ８ カ 所 ・ 標 津 町 生 産 者 ( D ） 圃 場 2 カ 所 、
酪 農 試 験 場 内 ５ カ 所 の 合 計 1 5 カ 所  

（ ２ ） 草 地 整 備 時 の 心 土 破 砕 が 牧 草 生 産 性 お よ び 土 壌 物 理 性 に 及 ぼ す 影 響 の 検 討 （ 以 下 、
心 土 破 砕 調 査 ）  
草 地 整 備 時 に 施 工 す る 心 土 破 砕 が 牧 草 生 産 性 、 土 壌 物 理 性 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。 
・ 調 査 場 所 ： 酪 農 試 験 場 内 1 圃 場 、 別 海 町 生 産 者 ４ 圃 場 の 合 計 ５ カ 所  

（ ３ ） 草 地 整 備 時 の 浅 層 暗 渠 が 牧 草 生 産 性 、 土 壌 物 理 性 お よ び 排 水 性 に 及 ぼ す 影 響 の 検 討
（ 以 下 、 浅 層 暗 渠 調 査 ）  
草 地 整 備 時 に 施 工 す る 浅 層 暗 渠 が 牧 草 生 産 性 、 土 壌 物 理 性 お よ び 排 水 性 に 及 ぼ す 影 響 を
明 ら か に す る 。  
・ 調 査 場 所 ： 酪 農 試 験 場 内 1 圃 場 、 根 室 市 生 産 者 １ 圃 場 、 湧 別 町 牧 野 内 2 圃 場 の 合 計 ４
カ 所  

 
３ . 調 査 結 果  
（ １ ） 実 態 調 査  

2018 年（ 生 産 者 C 以 外 ）お よ び 2019 年（ 生 産 者 C）に 15 カ 所 の 実 態 調 査 を 実 施 し た 。  
透 水 係 数 に つ い て は 、整 備 後 経 過 年 数（ 以 下 、経 過 年 数 ）と の 関 係 が 判 然 と せ ず（ 表 1）、  

作 土 の 透 水 係 数 で は 、 10×10 -5 ,  10×10 -6  cm/s が 多 く 、 心 土 よ り 低 い 圃 場 が 多 か っ た 。  
断 面 調 査 に お け る 緻 密 度 は 、 心 土 で は 経 過 年 数 と の 関 係 は 判 然 と し な か っ た が 、 作 土 で

は 各 生 産 者 内 で 経 過 年 数 が ⻑ い 方 が 高 く な る 傾 向 に あ り（ 表 1）、全 圃 場 を 対 象 に 解 析 す る
と 両 者 に 正 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ た （ 図 1）。  

ま た 、 全 孔 隙 率 は 、 経 過 年 数 と 作 土 の と の 間 に 負 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ た （ 図 1）。  

生産者 年数 緻密度 全孔隙 粗孔隙 緻密度 全孔隙 粗孔隙
mm % % % %

A 2 16 68 6 4.4 ×10 -5 20 76 22 2.7 ×10 -3

5 18 73 3 2.5 ×10 -5 18 77 17 1.1 ×10 -3

9 23 65 2 1.7 ×10 -5 20 78 16 5.0 ×10 -4

B 3 19 70 5 2.2 ×10 -5 20 73 20 1.0 ×10 -3

6 23 67 2 6.2 ×10 -6 21 75 15 2.7 ×10 -4

9 21 68 7 1.2 ×10 -4 19 79 17 9.9 ×10 -4

C 3 18 71 6 8.3 ×10 -5 22 70 2 1.8 ×10 -4

7 19 71 2 9.8 ×10 -6 23 73 2 1.1 ×10 -6

D 7 22 64 2 1.2 ×10 -5 22 69 10 4.1 ×10 -4

10 24 65 4 2.3 ×10 -4 23 74 14 1.4 ×10 -3

酪農試 2 20 74 11 3.1 ×10 -5 17 79 12 1.2 ×10 -4

5 21 67 10 2.1 ×10 -4 23 66 6 7.3 ×10 -6

9 23 65 4 3.0 ×10 -4 19 73 11 4.0 ×10 -4

10 19 67 3 1.2 ×10 -5 18 77 12 2.3 ×10 -4

17 25 67 5 3.6 ×10 -6 21 72 9 5.6 ×10 -5

cm/s cm/s

緻密度は断面調査時の山中式硬度計による測定、粗孔隙はpF0-1.8における水分量から計算、透水係数は
飽和透水係数。

生産者A, B, Dおよび農試は⿊⾊火山性土（以上、完全更新）、生産者Cは厚層⿊⾊火山性土（表層撹拌
更新）。年数は、草地整備後の経過年数。作土は、心土との境界直上。

作土 心土
透水係数 透水係数

表 1 草 地 整 備 後 の 経 過 年 数 が 土 壌 物 理 性 に お よ ぼ す 影 響  



土 壌 硬 度 調 査 に つ い て 、 経 過 年 数 と 土 壌 硬 度 の 相 関 関 係 を 深 さ 別 に 調 べ た （ 図 2）。  
深 さ 10cm ま で は 経 過 年 数 に 関 わ ら ず 、 大 部 分 の 圃 場 の 土 壌 硬 度 は 1500 kPa 未 満 で あ っ
た 。深 さ と 相 関 係 数 の 関 係 は 、調 査 対 象 の 団 体 に よ っ て 異 な っ た 。全 体 と し て は 、35cm よ
り 浅 い 層 に お け る 土 壌 硬 度 は 経 過 年 数 の 影 響 が 認 め ら れ た 。  

 
（ ２ ） 心 土 破 砕 調 査  

１ ） 酪 農 試 験 場 試 験 区 （ 2018 年 施 工 ・ 播 種 ）  
① 設 置 工 程   

試 験 区 に お け る 心 土 破 砕 を 含 む 工 程 は 以 下 の と お り 。  
心 土 破 砕 （ パ ン ブ レ ー カ 60cm 深 ） → 除 草 剤 散 布 → 耕 起 （ 20cm 深 ） → 砕 土  
→ 炭 カ ル 散 布 → 砕 土 → 鎮 圧 → 除 草 剤 散 布 → 施 肥 ・ 播 種  

② 調 査 経 過 （ 2019 年 調 査 ）  
設 置 後 の 施 肥 お よ び 収 穫 時 期 は 以 下 の と お り 。  
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図 2 物 理 性 実 態 調 査 圃 場 に お け る 更 新 後 経 過 年 数 と 土 壌 貫 入 抵 抗 値 の 関 係  
（ 2018〜 2019 年 調 査 ） N = 62。 貫 入 抵 抗 値 の 値 は 、 深 さ 5cm ご と の 平 均 値 。  
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図 1 草 地 整 備 後 の 経 過 年 数 が 作 土 の 緻 密 度 、 全 孔 隙 率 お よ び 粗 孔 隙 率 に お よ ぼ す 影 響  



早 春 施 肥  5/1、 1 番 草 収 穫  6/17 手 刈 り ・ 6/21 機 械 刈 り 。  
1 番 草 後 施 肥  7/3、 2 番 草 収 穫  8/15 手 刈 り ・ 8/27 機 械 刈 り 。  

③ 試 験 結 果  
生 収 量（ 機 械 収 穫 ）（ 施 工 翌 年 ）は 、心 土 破 砕 施 工 区 よ り 非 施 工 区 の 方 が わ ず か に 多 か

っ た が 、ほ ぼ 同 等 で あ っ た（ 図 3）。手 刈 り に よ る 生 収 量 に つ い て も 同 様 の 傾 向 で あ っ た 。  
土 壌 硬 度 に つ い て 、 処 理 間 の 違 い は な か っ た （ 図 ４ ）。  
土 壌 水 分 張 力 は 、 処 理 間 で 大 き な 違 い は な く 、 い ず れ の 処 理 区 で も pF 値 は ⻑ 期 間 低

く 推 移 す る こ と は な か っ た （ 図 ５ ）。 降 雨 直 後 の 水 分 張 力 が pF0 に 達 す る 頻 度 は 、 深 さ
40cm で は 対 照 区 で 心 土 破 砕 区 よ り 多 か っ た 。  

 
２ ） 別 海 町 試 験 区 （ 2019 年 施 工 ・ 播 種 ）  
① 設 置 工 程   

試 験 区 に お け る 心 土 破 砕 を 含 む 工 程 は 以 下 の と お り 。  

図 ５  心 土 破 砕 施 工 圃 場 に お け る 土 壌 水 分 張 力 の 推 移 （ 酪 農 試 場 内 ）  
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図 ４  心 土 破 砕 施 工 圃 場 に お け る 土 壌 硬 度
（ 貫 入 式 土 壌 硬 度 計 ）（ 酪 農 試 場 内 、 10 月 ）  
 

図 3 心 土 破 砕 施 工 圃 場 に お け る 牧 草 の 生
収 量  （ 酪 農 試 場 内 、 機 械 収 穫 ）  
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心 土 破 砕 （ パ ン ブ レ ー カ 60cm 深 ） → 耕 起 （ 20cm 深 ） → 砕 土 → 炭 カ ル 散 布  
→ 砕 土 → 鎮 圧 → 施 肥 ・ 播 種  

② 調 査 経 過  
試 験 区 設 置 お よ び 調 査 時 期 は 以 下 の と お り 。  
調 査 圃 場 は 、 8/28 に 草 地 整 備 が 完 了 。 10/15 生 育 調 査 お よ び 土 壌 硬 度 調 査  

③ 試 験 結 果  
地 上 部 生 重 量 （ チ モ シ ー と マ メ 科 牧 草 の 合 計 量 ） は 、 心 土 破 砕 区 で 対 照 区 よ り 多 か っ た

（ 図 6 左 ）。  
ま た 、 牧 草 の 被 度 割 合 は 、 同 時 期 に 両 区 で 大 き な 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、 心 土 破 砕 区

で は 対 照 区 よ り 、 裸 地 割 合 が わ ず か に 低 か っ た （ 図 6 右 ）。  
貫 入 抵 抗 値 （ 10/15 測 定 ） は 、 深 さ 20〜 30cm お よ び 40〜 50cm に お い て 、 心 土 破 砕 区

で 対 照 区 よ り 小 さ い 傾 向 に あ っ た （ 図 7）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ ３ ） 浅 層 暗 渠 調 査  

１ ） 掘 削 断 面 （ ス リ ム 型 バ ケ ッ ト ）（ 湧 別 試 験 区 ）  
浅 層 暗 渠 お よ び 通 常 暗 渠 の 掘 削 断 面 を 以 下 に 示 す 。  
【 浅 層 暗 渠 の 断 面 】           【 通 常 暗 渠 の 断 面 】  
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図 6 心 土 破 砕 施 工 圃 場 に お け る 牧 草 の 生 重 と 被 度 割 合  図 7 心 土 破 砕 施 工 圃 場 に お
け る 貫 入 抵 抗 値  

 
 



２ ） 施 工 費 の 比 較  
１ ha あ た り の 施 工 費 に つ い て 参 考 と し て 示 す 。  
試 験 区 ： 湧 別 試 験 区 、 疎 水 材 ： ホ タ テ 貝 殻 、 暗 渠 管 ： 素 焼 き 土 管  
施 工 費 ： 通 常 暗 渠  1,421,280 円 /ha   浅 層 暗 渠  895,779 円 /ha 

 
３ ） 酪 農 試 験 場 試 験 区 （ 2018 年 施 工 ・ 2019 年 播 種 ）  
① 作 業 経 過  

暗 渠 施 工 後 の 作 業 経 過 を 以 下 に 示 す 。  
2018 年 ： 秋 に 暗 渠 を 施 工 し 播 種 床 造 成 後 越 冬 。  
2019 年 ： 除 草 剤 散 布  7/3。 施 肥 ・ 播 種 ・ 鎮 圧  7/4。 生 育 調 査  8/27。  

② 試 験 結 果  
チ モ シ ー の 茎 数 お よ び ク ロ ー バ の 個 体 数 は 、処 理 間 で ほ ぼ 同 等 で あ り（ 図 8）、牧 草 出 芽

状 態 が 均 一 な 圃 場 が 造 成 さ れ た こ と を 確 認 し た 。  
土 壌 水 分 張 力 は 、 処 理 間 で 大 き な 違 い は な く い ず れ の 処 理 区 で も pF 値 は ⻑ 期 間 低 く 推

移 す る こ と は な か っ た （ 図 9）。  
土 壌 水 分 張 力 の 低 下 度 合 や pF0 に 達 す る 頻 度 は 、 降 雨 直 後 、 深 さ 20cm に お い て 浅 層 暗

渠 区 で 通 常 暗 渠 区 よ り わ ず か に 高 い 傾 向 に あ っ た（ 図 9）。な お 、無 施 工 区 の 土 壌 水 分 張 力
は 、 浅 層 暗 渠 区 の 推 移 に 近 か っ た （ デ ー タ 略 ）。  
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図 8 暗 渠 施 工 圃 場 に お け る 牧 草 の 茎 数 ま た は 個 体 数 （ 酪 農 試 場 内 ）  
通 常 区 お よ び 浅 層 区 は 3 反 復 、 対 照 区 は 1 反 復 。 エ ラ ー バ ー は 標 準 偏 差 。  

酪 農 試 験 場 試 験 区 設 置 状 況  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ ） 根 室 試 験 区 （ 2019 年 施 工 ・ 播 種 ）  
① 作 業 経 過  

調 査 お よ び 浅 層 暗 渠 設 置 時 期 は 以 下 の と お り 。  
土 壌 断 面 調 査  4/24、 浅 層 暗 渠 施 工  ７ 月 中 旬 、 草 地 整 備 完 了  9/6  
生 育 調 査  10/15。  

② 試 験 結 果  
10/15 の 調 査 に お い て 、 チ モ シ ー お よ び マ メ 科 牧 草 の 株 数 は 、 浅 層 暗 渠 施 工 区 で 対 照 区

よ り 多 か っ た （ 図 10）。  
ま た 、 同 時 期 に お け る 被 度 割 合 に つ い て 、 浅 層 暗 渠 区 で は 対 照 区 と 比 較 し て 、 裸 地 の 割

合 が わ ず か に 低 い 傾 向 に あ っ た （ 図 11）。  
対 照 区 で は 、ス ギ ナ や カ ヤ ツ リ グ サ な ど 湿 性 を 好 む 植 物 を 確 認 し た が（ 写 真 1）、浅 層 暗

渠 区 で は こ れ ら の 植 物 は 確 認 で き な か っ た 。  
貫 入 抵 抗 値 は 、 浅 層 暗 渠 区 で 対 照 区 よ り 大 き か っ た （ 図 12）。 施 工 さ れ た 暗 渠 に よ り 排

水 が 促 進 さ れ （ 写 真 2）、 地 耐 力 が 高 ま っ た と 推 察 さ れ た 。  
水 分 張 力 は 、 処 理 間 差 が 判 然 と し な か っ た （ 図 13）。  

図 9 暗 渠 施 工 圃 場 に お け る 土 壌 水 分 張 力 の 推 移 （ 酪 農 試 場 内 ）  
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図 13 暗 渠 施 工 圃 場 に お け る 水 分 張 力 の 推 移  
対 照 区 に お い て 、 実 線 は 対 照 区 1、 破 線 は 対 照 区 2。  
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図 12 浅 層 暗 渠 施 工 圃 場 に お け る 貫
入 抵 抗 値  

写 真 1 暗 渠 施 工 圃 場 の 対 照 区 で 確 認 し た 湿 性 植 物  

写 真 2 暗 渠 排 水 の 様 子  
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５ ） 湧 別 試 験 地 区 （ 2019 年 施 工 ・ 播 種 ）  
① 作 業 経 過  

試 験 区 の 設 置 お よ び 調 査 時 期 は 以 下 の と お り 。  
草 地 整 備 完 了  7/19 
少 雨 の 影 響 も あ り 牧 草 生 育 は 遅 延 。 土 壌 水 分 な ど の 測 定 は 2020 年 か ら 開 始 。  
施 工 当 年 の 越 冬 前 被 度 調 査 は 10/25 に 実 施 。  

② 試 験 結 果  
播 種 牧 草 で あ る チ モ シ ー （ TY）、 メ ド ウ フ ェ ス ク （ MF） お よ び シ ロ ク ロ ー バ （ WC） の

越 冬 前 被 度 （ 合 計 ） は 、 R1 年 度 施 工 圃 場 に お い て 通 常 暗 渠 区 で 88%、 浅 層 暗 渠 区 で 66%
で あ っ た（ 図 14）。い ず れ の 試 験 区 に お い て も 、TY の 被 度 は 低 か っ た 。な お 、シ バ ム ギ お
よ び リ ー ド カ ナ リ ー グ ラ ス は わ ず か に 確 認 で き る 程 度 （ 5％ 未 満 ） で あ っ た 。  

 
 
３ . ま と め  
（ １ ） 実 態 調 査  

透 水 係 数 は 、 心 土 よ り 作 土 の 方 が 低 い 圃 場 が 多 か っ た 。 ま た 、 整 備 後 経 過 年 数 と 土 壌 物
理 性 の 関 係 に つ い て み る と 、 経 過 年 数 が ⻑ い ほ ど 、 作 土 の 緻 密 度 は 大 き く 、 全 孔 隙 率 は 小
さ く な る 傾 向 に あ っ た 。  

土 壌 硬 度 調 査 は 、 深 さ 35cm ま で は 、 整 備 後 経 過 年 数 が ⻑ く な る と 土 壌 硬 度 が 増 大 す る
傾 向 に あ っ た 。  

今 後 、 本 調 査 を 継 続 す る と と も に 、 こ れ ま で の 調 査 デ ー タ を 解 析 し 経 過 年 数 や 維 持 管 理
が 土 壌 物 理 性 に 及 ぼ す 要 因 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 
（ ２ ） 心 土 破 砕 調 査  

一 部 の 生 産 者 圃 場 で は 、 牧 草 生 育 量 は 心 土 破 砕 区 で 対 照 区 よ り 多 い 場 合 が あ り 、 土 壌 硬
度 は 心 土 破 砕 区 で 対 照 区 よ り 小 さ か っ た 。  

今 後 も 心 土 破 砕 の 処 理 が 整 備 後 の 排 水 性 や 牧 草 生 育 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 し そ の 有 効 性
を 検 証 す る 。  
 
（ ３ ） 浅 層 暗 渠 調 査  

一 部 の 生 産 者 圃 場 の 浅 層 暗 渠 施 工 区 で は 、 牧 草 の 被 度 割 合 が 暗 渠 未 施 工 区 よ り 良 好 で あ
り 、 湿 性 植 物 が 見 ら れ ず 地 耐 力 の 向 上 も 見 ら れ た 。  
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図 14 暗 渠 施 工 圃 場 に お け る 越 冬 前 の 被 度 調 査 の 結 果 （ 湧 別 ）  
TY, チ モ シ ー ； MF, メ ド ウ フ ェ ス ク ； WC, シ ロ ク ロ ー バ 。  



浅 層 暗 渠 、 通 常 暗 渠 、 暗 渠 未 施 工 の 処 理 間 で 土 壌 水 分 張 力 に 大 き な 違 い は 見 ら れ て い な
い 。  

今 後 も 同 様 の 調 査 を 継 続 し 、 浅 層 暗 渠 区 、 通 常 暗 渠 区 、 暗 渠 未 施 工 区 に お け る 排 水 性 や
牧 草 生 育 な ど の 効 果 を 調 査 し そ の 有 効 性 を 検 証 す る 。  
 
４ . お わ り に  

本 年 度 も 各 種 調 査 に つ い て 追 跡 調 査 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。  
今 後 、 2021 年 ま で 調 査 を 進 め 、 火 山 性 土 に お け る 低 コ ス ト 排 水 対 策 の 効 果 を ま と め る 。

2022 年 以 降 は 、火 山 性 土 に お い て 本 成 果 を 実 証 す る と と も に 、火 山 性 土 以 外 に も 排 水 対 策
圃 場 を 設 置 し 、 効 果 の 発 現 条 件 を 整 理 す る 。  

本 成 果 に つ い て は 、 将 来 的 に 取 り 組 み や す い 安 価 な 排 水 対 策 工 法 や 維 持 管 理 ま で の 一 体
的 な 取 組 に つ い て 広 く 普 及 を 図 る た め PR 資 料 を 作 成 し 、 全 道 の 営 農 者 や 事 業 関 係 者 な ど
に 向 け て 発 信 し て い き た い 。  
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